
冷温帯から暖温帯の樹林下に生える。茎は直立し、高さ10-30cm、無毛。葉は3-6個で、互生し、狭楕円

形、長さ3-8cm、幅1-3cm、鋭尖頭、無毛で基部は茎を抱く。5-6月白色の数花をつける。舌弁の距が短く、
わずかしか突出しない。

市街地付近などで確認されている。移入種である可能
性もあり、調査が必要。2020年版での新規掲載種。

－

調

希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：丸岡道行

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 ○ 分布の限界

■ 県内分布

神戸市、三木市

■ 国内分布

北海道、本州、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

ラン科

兵庫県ランク…クゲヌマラン
環境省ランク… VUCephalanthera  longifolia  (L.) Fritsch


